
■課題設定から導き出される住宅施策の基本理念と基本目標 

「ひと」、「住まい」、「まち」の３つの視点で整理した課題について、基本理念に基づき、目標と方針を定めます。 

 

      

 
      

 

      

 

   

 

  

 

 

 

【視点１】 

 

 

ひと 

【視点２】 

 

 

住まい 

【視点３】 

 

 

まち 

【視点】 

 

【課題】 

 

 
 

子育て世帯数が増加する中で、保育施設や地域の子育

て支援の充実など、子供を産み育てやすい住まい・住環

境の形成が課題となっています。 

 
  

今後急速に加速すると予想される高齢化に対応するた

め、高齢者・障害者安心して暮らすことができる住宅・

住環境の形成が課題となっています 

 
 

住宅確保要配慮者の多様化が進む中、これらの世帯の

住居の安定化を図ることが課題となっています。 

 

 
 

地球環境問題に対応した循環型社会の構築に向け、住

宅を長く大切に使い続けられるために、住宅の質を維持・

向上させていくことが課題となっています。 

 

 

空き家が増加する中で、管理不全な空き家は防災、防

犯、景観、衛生など、近隣における住環境に様々な面から

悪影響を与えるため、所有者等へ助言・指導を行うととも

に、利活用に向けた取り組みを進め、抑制・管理・活用ま

での総合的な対策を進めることが求められます。 

 
 

自然災害が多頻度・激甚化する中で、被害を最小限に抑

える安全性の高い住宅ストックの形成が課題となってい

ます。また、地域における連携を強化し、まちの防災能力

の向上することが求められます。 

 

 
 

中長期的には人口減少が進む社会情勢を踏まえ、豊か

な自然に恵まれた地域や利便性の高いまちなかなど、本

市の地域特性を最大限に活用した居住環境づくりが求め

られます。また、地域コミュニティ機能を維持・活性化し、

地域が主体となったまちづくりに関する活動等を推進す

ることが求められます。 
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【施策目標】 

 

基本目標Ⅰ 

誰もが安心して住み続けられる住宅・住環境の実現 

子育て世帯、高齢者・障害者など、多様な居住ニーズに対応

し、誰もが安心して住み続けることのできる住宅・住環境の実

現を図ります。 

また、多様化する住宅確保要配慮者の居住の安定を図るた

め、公営住宅の適切な供給を推進するとともに、新たな住宅セ

ーフティネット制度による民間賃貸住宅等の活用を推進し、官

民連携のもとで居住支援体制の強化を図ります。 

 

基本目標Ⅱ 

次世代に継承できる良質な住宅ストックの形成 

脱炭素社会の実現に向け、環境に配慮した住まいづくりを推

進するとともに、長寿命で質の高い住宅が市民のライフスタイ

ル、ライフステージ応じて改修・住替えされるストック型社会

の実現を図ります。 

また、総合的な空き家対策を進めるため、所有者等への助言・

指導により空き家の適正管理を促すとともに、空き家のリノベ

ーションなど、利活用に向けた取り組みを推進します。 

 
 

基本目標Ⅲ 

地域特性を活かした魅力あふれる住環境の創出 

多頻度・激甚化する災害に対応した安全性の高い住まいづく

りを推進するとともに、地域コミュニティの維持・活性化を図

る中で、地域の防災能力の向上を図ります。 

また、地域の実情に応じた計画的な住宅・住宅地の整備誘導

に努め、コンパクトで機能的、且つ持続可能なまちづくりを目

指すとともに、多様なライフスタイルに対応した新しい住まい

方の実現に向けた取り組みを推進します。 

 

【施策方針】 

 

施策方針 

１ 
子育て世帯が住みやすい住環境の向上 

  

施策方針 

２ 
高齢者・障害者に対応した住環境の確保 

  

施策方針 

３ 

重層的かつ柔軟な 

住宅セーフティネットの構築 

 

施策方針 

４ 
良質で持続可能な住宅ストックの形成 

  

 

 

施策方針 

５ 

空き家の適正管理および 

利活用（リノベーション）の推進 

  

 

施策方針 

６ 
安全・安心な住宅ストックの形成 

  

施策方針 

７ 
地域コミュニティの維持と活性化 

  

施策方針 

８ 
住みよさが実感できる住環境づくり 

 

課題１：子育てしやすい住まい・住環境の形成 

課題２：高齢者・障害者に配慮した住宅・住環境の形成 

課題３：住宅確保要配慮者への対応 

課題１：質の高い住まいの確保 

環境問題に対応した 

課題２：増加する空き家への対応  

 

課題２：地域の特性やまちの資源を活かした 

居住環境づくり 

 

課題１：安全・安心な住環境の形成  

基本理念、基本目標、基本方針(案)について 資料-５－２  


